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私たちは日々さまざまなストレスに晒されていますが、運動器
官（骨や筋肉、腱、靱帯など）は常にメカニカルストレスに曝
されながらも恒常性を維持しています。私たちは、細胞膜の脂
質代謝を変化させることで、運動器の細胞を化学的・機械的ス
トレスから保護できる“強靭化細胞”を獲得しました。この成果
により、細胞移植時のストレス耐性を高める細胞の創出が可能
となり、移植後の生着率向上や機能回復の促進が期待されます。
これにより、再生医療や組織工学への応用が大きく広がると考
えられます。

細胞技術、バイオインフォマティクスを活用し、健康に関するさまざまな共同研究の推進や、
生物学的実験の設計・開発支援を行っています。データ解析やモデリングを通じて、より効
率的かつ精度の高い研究を提供し、新たな知見の創出や研究消耗品等の開発に貢献します。

運動はなぜ身体にいいとされるのか？（一般者向け）
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